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原子力発電の経済学的諸問題 

• エネルギー政策再構築：電源別コスト検証が
前提（別紙参照） 

• エネルギー・電力SCC（施設・システム・制度） 

• 原子力発電をめぐる3つの問題＋経済性 

• 電源選択をめぐる経済的諸問題 

• 地域経済・雇用・産業開発・・・ 

• エネルギー白書2010年版 

• 発電コストの比較分析：資源エネルギー庁
（2004）、大島（2010）、他 
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発電原価からみた経済性 

• 発電原価比較の方法：モデルプラントに基づく
計算と有価証券報告書に基づく計算（別紙） 

• 原価に含まれる費用の範囲：発電段階とライ
フサイクル、環境費用、補完費用（技術的、制
度的）、公共政策 

• 原価を計算する方法について 

• 計算結果に影響を与える要因・・・耐用年数
（と安全性）、割引率、設備利用率 

• 何のために比較するか 
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          電源別発電コスト（円/kwh)

2004年
2）

実績値 財政支出を含む総計値

5.3 8.64 10.68
石油火力 10.7
石炭火力 6.2
LNG火力 5.7

7.08 7.26
11.9 3.88 3.98

51.87 53.14
10.13 12.23

1）大島堅一『再生可能エネルギーの政治経済学』東洋経済新報社（2010年）

2)電気事業分科会コスト等検討小委員会報告書（2004年1月23日）
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えに地産地消やオンサイト利用

|っていること、エネルギー利

肘けが明確でない等を踏まえ、

1要です。

ちバイオ燃料は、LCAで の十

減効果、エネルギーセキユ

保しつつ、持続可能な形で

科との競合を回避するために

まヽす。

について、それぞれの特徴 ・

とおりであり、それぞれのエ

'卜を最大限活かす一方、デ

な取組みが必要です。

=法 によリコストが大きく異なる

を及ぼし、発電 熱 利用 ・マテリ

であり、比較的早期に実施できる

ティ、コス ト低減等を確保しつて

一方で、再生可能エネルギー (特に太陽光発電)

の発電コス トは、他のエネルギーに比べて高いと

いった″点も挙げられますが、今後技術革新や需要拡

大によるコス トの低下が期待されています。

【第 122‐3-21各 エネルギー源の発電コスト・C02削 減
費用

太陽光   風 力   水 力   火 力   原 子力   地 熱
(大規模) (小規模除く)(LNGの場合)

(ととiF,i)

太陽光 :太陽光発電協会のデータより資源エネルギー庁試算、風力 :総合資
源エネルギー調査会第7回 新エネルギー部会 に001年 6月 )

水力 ・火力 ・原子力 :総合資源エネルギー調査会電気事業分科会コスト等検
討小委員会 2004年 1月 )

地熱 :地熱発電に関する研究会 (2009年 6月 )

第2節 我 が国における再生i

また、再生可能エネルギー

は、政策と事業者の行動が有,

重要です。具体的には、事業

タディを進めていくに当たて

ンとして行われるガイドライ

与のものとして検討するもの(

め、ガイドライン等において

課題を提示した上で、事業者|

を実現する方向へと誘導するt

方で、事業者自らの取組みで1

に直面する場合がありますが

掲げた導入目標を達成するため

見直しを行っていくことが求!

なお、再生可能エネルギー

国の新たな政策展開について
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